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鳥取大学における研究成果の
即時オープンアクセス化に向けた取組み



鳥取大学における研究成果の
即時オープンアクセス化に関する動向

方針等

 鳥取大学オープンアクセス方針（2020年1月15日学長裁定）

 鳥取大学DX推進構想（2022年2月15日大学改革推進会議策定）

 鳥取大学DX推進計画（2023年10月17日大学改革推進会議策定）

 鳥取大学研究データ・公開ポリシー（2024年3月13日教育研究評議会承認）

公開基盤

 Earmas（ENU Technologies）（2008-2023）

 JAIRO Cloud（NII）（2023-）

管理基盤

 GakuNin RDM（NII）（2024-）



鳥取大学における研究成果の
共有・公開推進体制（イメージ）



鳥取大学における研究成果の
即時オープンアクセス化に関する取組み

研究データ管理・利活用セミナー（2024-）

• オープンサイエンスの潮流を“研究者と組織”としてどう活かすか（NISTEP 林 和弘 氏）

• 研究データ管理基盤「GakuNin RDM」の活用について（NII 江川 和子 氏）

• 研究データ管理基盤「GakuNin RDM」の概要と活用法について（NII 下山 武司 氏）

• 広島大学における研究データ管理の取り組みと研究データエコシステム中国四国コンソーシアムに

ついて（広島大学 西村 浩二 氏）

GakuNin RDM-JAIRO Cloud 連携機能（先行利用）（2025-）

• 学内利用に向け準備中



鳥取大学における研究成果の
即時オープンアクセス化に関する課題

•公開基盤（JAIRO Cloud）と管理基盤（GakuNin RDM）とのシステム連携

ほか

研究成果の管理・利活用システムの

開発・高度化

•研究成果の管理・利活用システムに係るルール・ガイドラインの整備等
研究成果の管理・利活用システムの

運用・組織体制強化

•APC支出額を把握するとともに支援策の検討・実施等
オープンアクセスを推進する学内支援

策（戦略的なAPC支援等）

•学内研究成果のオープンアクセス状況をモニタリングする体制やシステム

の整備、即時オープンアクセス対応人材の育成等

即時オープンアクセスに向けた体制整

備・システム改革



GakuNin RDM (GRDM) & JAIRO Cloud/WEKO3 
使ってみた



GakuNin RDM と JAIRO Cloud

 GakuNin RDM (GRDM)

研究プロジェクト毎に管理

研究データを保持・共有

NIIストレージは100GBまで

公開機能はない

メタデータを作成

 JAIRO Cloud (JC)/ WEKO 3

論文・研究データを公開

大容量データは不向き
(100~120MBまで)

大容量データは外部ス
トレージへリンク

メタデータを公開

管理者が確認の上公開



GakuNin RDM と JAIRO Cloud 使ってみた

GRDMでの (研究) プロジェクト作成

研究データの追加

研究データの解析

GRDMとJAIRO Cloudとの接続

メタデータの作成

GRDM→JAIRO Cloudのデータ公開



GakuNin RDM と JAIRO Cloud 使ってみた

GRDMでの (研究) プロジェクト作成

研究データの追加

研究データの解析

GRDMとJAIRO Cloudとの接続

メタデータの作成

GRDM→JAIRO Cloudのデータ公開













GakuNin RDM と JAIRO Cloud 使ってみた

GRDMでの (研究) プロジェクト作成

研究データの追加

研究データの解析

GRDMとJAIRO Cloudとの接続

メタデータの作成

GRDM→JAIRO Cloudのデータ公開





NII Storage は
100GB/ユーザ

良く読もう

最初は何らかのファイルを選択，もしくは，ド
ラッグしないとメニューが出て来ない

アップロードはややゆっくり？
(77ファイル 58MB のアップロードに約3分)

JAIRO Cloudでの公開は
1ファイル/フォルダ100~120MBの制限あり

(パケットをキャプチャしたファイルなどは厳しかった)

(鳥取大学では大容量データは外部ストレージで保存し，
JAIRO Cloudからリンクを想定)



複数アカウント (大学と私的，プロジェクトメンバ
など)，複数フォルダの同時利用はできない？

各ストレージのアクセス制限とは別に
RDMでのアクセス制限で読み書き可

各種ストレージが利用可能
(AWS S3/compat.，DropBox，Box, NetxCloud, etc.)



GakuNin RDM と JAIRO Cloud 使ってみた

GRDMでの (研究) プロジェクト作成

研究データの追加

研究データの解析

GRDMとJAIRO Cloudとの接続

メタデータの作成

GRDM→JAIRO Cloudのデータ公開



研究データの解析

~GakuNin Federated Computing Services~

 Jupyter Notebooknなどのウェブベースのプログラミング環境

 Google Colaboratoryなどが有名

 プログラミング・解析環境を自動構築

 GRDMのデータもコピーされる

 Pythonなどのプログラミングで解析可

 MATLAB，R, Julia なども

 Rubyは…？

 Dockerファイルでもコンテナ作成可



















GRDMにアップロードしていたファイルが自動的にfetchされる．
(後で追加したファイルは？)



あ，あれ…？ (as of 9:00 2025/3/21)







GakuNin RDM と JAIRO Cloud 使ってみた

GRDMでの (研究) プロジェクト作成

研究データの追加

研究データの解析

GRDMとJAIRO Cloudとの接続

メタデータの作成

GRDM→JAIRO Cloudのデータ公開



JAIRO Cloud管理部局でアカウント作成
のためのリンクをメールで案内

(将来はGakuNin/Shibbolethで連携？)











JAIRO Cloudのページが一旦表示される







1ユーザに対して1つのインデックスが
独占的・排他的に必要

(ユーザ毎に作成が必要？)

(ユーザ毎でないことがあり得る？)

(Shibbolethの初回認証時に自動で作成するなど？)



一度接続した後は，他のプロジェクトでは，以下の
[有効にする]をクリックするだけで良い．



GakuNin RDM と JAIRO Cloud 使ってみた

GRDMでの (研究) プロジェクト作成

研究データの追加

研究データの解析

GRDMとJAIRO Cloudとの接続

メタデータの作成

GRDM→JAIRO Cloudのデータ公開







大容量データの場合は外部ストレージへのリンクのメタデータ
も作成できると便利そう

例: 名古屋大学 https://nagoya.repo.nii.ac.jp/records/30123

https://nagoya.repo.nii.ac.jp/records/30123

https://nagoya.repo.nii.ac.jp/records/30123
https://nagoya.repo.nii.ac.jp/records/30123


どの様な値を入力すべき？自動？

JSPS「体系的番号－（ハイフン）当該課題の通し番号（管理対象デー
タを一意に特定するため、必要に応じて末尾に枝番号を付与）」

独立行政法人日本学術振興会の事業における研究データの取扱いに関する基本方針（令和５年１０月２３日
理事長裁定https://www.jsps.go.jp/file/storage/open_science/basic_policy.pdf（4ページ目）

科研などでは「公的資金による…」を選択

https://www.jsps.go.jp/file/storage/open_science/basic_policy.pdf


発表資料や論文は選択できない？
(JAIRO cloud上での登録が必要…？)

自動計算







研究者番号を入力すれば自動的に入力される…？

大学名の一部を入力して少し待つと候補が表示される．



大学名を選択すると，英語やデータ管理機関コードが自動入力される?







[選択]はクリックできず，[閉じる]を押す．
(当初，上手くできていないのかと思い違いしてしまった)

(ムーンショットでなければ本画面は表示されない方が良
いかもしれない．)

([選択]を押せる様にと四苦八苦したプロジェクトメタ登
録作業は後述)



GakuNin RDM と JAIRO Cloud 使ってみた

GRDMでの (研究) プロジェクト作成

研究データの追加

研究データの解析

GRDMとJAIRO Cloudとの接続

メタデータの作成

GRDM→JAIRO Cloudのデータ公開





慌てず，ゆっくり待つ



キャンセルしてしまうと，コピーしたファイルを選択して，[登録]を
再度クリックしなければならない．

(慌てて他の箇所を先にクリックしてしまうと本画面が消えてしまう)





JAIRO Cloud上での確認後，公開される
(図書館課のみで確認？複数部署で担当を分けられる？)





プロジェクトメタデータの登録
~ムーンショット型研究用の操作?~

プロジェクトメタデータは任意？ではない？

ファイルメタデータ単体では送信できない？

ファイルメタデータを作成

その後，プロジェクトメタデータを選択する画面が残っ
ていたため，混乱

プロジェクトメタデータの下書きを作成

ファイルメタデータを登録

プロジェクトメタデータ自身を登録 (送信)















1ファイル/フォルダは100~120MBまで
(テキストファイルは80MBまで？)









JAIRO Cloudでのデータ公開の所感

大容量 / 公開不可なデータファイルはどうするのか…？

外部ストレージに保存し，JAIRO Cloudへリンク…？

ファイルのハッシュ値を公開して追跡可とするか…？

自動化されるとなお良い…？

匿名化は？



JAIRO Cloudでのデータ公開の所感

一旦送信するとGRDM側からは何もできない
参照・編集・削除ができない…？

参照して複製できると手間が省けるか…？

データのみを公開したいのに，プロジェクトメタ
データに結び付ける画面が表示され混乱した…

プロジェクトメタデータはムーンショット型研究
のみ必要…？

ワークフローで公開できると良いか？
今後実装予定？



Thank you!!


